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１．活動の目的 
 
１－１．決意 

特定非営利活動法人ワネッツ（以下「ワネッツ」という。）は、以下の決意のもと 2017 年 4 月 6
日に設立した。 

その後、2022 年 12 月、ワネッツは NPO 法に定める認定 NPO 法人格を取得した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１－２．目的 
この決意のもと、ワネッツの定款において法人の目的を設定した。 

 
 
 
 
 
 

 この定款の目的を、2019 年 9 月、以下のように改定した。 
 
 
 
 
  さらに目的について、2024 年 10 月、以下のように改定した。 
 
 
 
 
 
 
１－３．事業 

この目的を達成するため、特定非営利活動促進法で定める災害救援活動および地域安全活動の領
域で、以下の５つの非営利事業を実施することとした。 

➀ 地域住民のための原子力緊急時援助隊運営事業（以下、「NEATR 運営事業」という。） 
② 地域住民のための原子力緊急時援助隊隊員等研修事業（以下、「NEATR 隊員等研修事業」と

いう。） 
③ 緊急時ツール開発管理事業 
④ 原子力および放射線緊急時知識普及事業 
⑤ 関連付随事業  
（注 NEATR は「地域住民のための原子力緊急時援助隊」“Nuclear Emergency Assistant Team 

for Residents”の略であり、「ニータ」とよむ。この NEATR はワネッツ設立に先立ち、

私達は、嶺南地方を中心に、この地域の人口構成上の中核となる高齢者によって、
イノベーション（従来のモデルを改革して社会的に意義のある新しい価値を創造し、
社会に大きな変化をもたらす活動）を進めるために、特定非営利活動法人を設立す
る。 

また、この法人が管理運営する「地域住民のための原子力緊急時援助隊（NEATR︓
ニ―ター）は、緊急時において不公平感のない中立的な組織として、行政のみならず
自主防災組織などの住民自主活動も支援する。これは、この地域の災害の復元力（レ
ジリエンス）の向上にも大きく寄与するものであると信ずる。 

さらに私達は、この法人に組織管理手法（マネジメントシステム）を取り入れ、常
に継続的改善、自己改革ができる組織をつくり、「原子力発電所がある地域は元気な地
域」と呼ばれるようになることを目指し、この実現のため「終わりなき挑戦」をする
覚悟である。 

この法人は、地域住民および関連組織との間で原子力緊急時に関するリスクコミュ
ニケーションを実施することで、地域に備える防災力の向上ならびに緊急時となった
場合の減災力の向上に寄与することを目的とする。 

この法人は、地域住民、地方公共団体および原子力事業者等に対して、原子力緊急
時における防護対策および災害応急対策ならびにこれらの準備に関する支援等を行
い、地域の防災・減災力の向上に寄与することを目的とする。 

この法人は、この法人は、地域住民および関連組織などのステークホルダーとの間
で原子力緊急時に関するリスクコミュニケーションを実施することで、地域に備える
防災力の向上ならびに緊急時となった場合の減災力の向上に寄与することを目的とす
る。 
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2016 年 12 月 17 日に創設した任意のボランティア組織で、若狭地方の原子力職場を経験
（物品納入や役務提供等を含む）したシニアで構成しており、ワネッツの財政的裏付けのあ
る計画に基づき現地での地域住民の対応を行う。  

 
２．2024 年度の活動の成果  
２－１ 特定非営利活動事業における成果 

ワネッツの 2024 年度（第 8 期）の活動については、第 9 回通常総会(2024 年 5 月 11 日、京都
市ハヤト瑞宝閣)の議決を踏まえ、福井県原子力防災訓練でのコマンドシステム演習、公益社団法人
原子力安全研究協会（以下、「原安協」という）との連携、アウトリーチワークショップの拡大など
の活動方針を全会一致で可決し、これをうけて、2024 年度は、以下の項目を重点的に実施した。な
お、詳細は添付の活動報告書添付資料に記す。  
・ 令和６年度福井県原子力防災訓練（2024 年 10 月 25 日(金)、26 日(土)）に参加し、福井県から

要請を受けた避難所でのブース展示等を行った。この活動は参加された訓練避難された皆様から
高評価をいただいた。また、併せて実施した訓練屋内退避で参加されている地域住民の 7 人の方
に不安事項をお持ちかなどの訪問聞き取り調査を行い、世界標準であるシェルター・イン・プレ
ース（SIP）の普及に向けた実態調査を行った。  

・ 同じく、福井県原子力防災訓練時の佐分利公民館において、福井県外国人コミュニティリーダー
とともに、おおい町在留外国人(10 人)を対象とした「リスクコミュニケーションゲーム」を実
施した。この活動は、主催されたおおい町の皆様から「よかった」「すごかった」等、たいへん
な好評をいただき、かつ、「笑顔」という態度がリスクコミュニケーションの基本技能になり得
るという貴重な教訓を得られたものとなった。  

・ 2022 年度に福井県下約 100 か所に備え付けられた放射線測定器を使えるものにしようという発
想で、「アウトリーチワークショップ事業」を開始し、以降、行政機関、警察・消防など実働機
関、病院・福祉施設に「一緒にやりましょう」と提案してきた。その結果、福井県警察本部とは
2024 年 5 月 27 日(月)、おおい町とは 2024 年 9 月 30 日(月)におおい町役場にて合同ワークシ
ョップを実施することができた。  

・ 東電福島事故の教訓を活かすため、ほぼ毎年度行ってきている「３１１特別企画事業」について
2024 年度は 3 月 8 日(金)に、「３１１特別セミナー これからの原子力防災 屋内退避を考え
る」として、100 名の方にお集まりいただき敦賀市あいあいプラザで実施した。これは、福井県
および嶺南市町のセミナー後援を受けて、避難一辺倒である原子力緊急時対応に国際的な潮流で
あるシェルター・イン・プレースを導入しようという画期的な試みであり、今回のセミナーを継
続し、福井県で「屋内退避」を定着させる方向性が確立された。 

 
２－２．その他事業（収益事業）における成果 

 収益事業は実施していない。 
 
２－３ 運営における成果 

 2022 年 9 月に、それまで得ていた特例認定 NPO 法人格を、認定 NPO 法人格に引き上げるための
申請を行い、厳しい書類審査および現地検査を経て、2022 年 12 月 13 日に、同法人格を福井県知
事よりいただいた。これは福井県では５番目、嶺南地区では初の快挙である。この法人格を維持す
るための主な要件はご寄付頂いた方の数であり、有効期間５年であるため 2027 年 12 月までにこの
要件を満たしていく必要がある。 
 ワネッツの運営は、定款に定める事業が成立し、かつ継続的な改善が可能となるよう、以下の活
動を実施し、それぞれ、前第２－１項に示した成果に寄与させることができた。 
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・ より的確な会計処理を行うとともに厳格に執行状況を把握するための月次決算方式の採用 
・ 社外役員、女性役員の社会的な動きにあわせたワネッツ役員の登用および顧問の委嘱 
・ 高齢化、隊員数減少を食い止めるための NEATR 隊員の獲得強調月間の設定 
・ アウトカム（成果目標）を設定した継続的な寄付募集 
・ NEATR コマンドシステムの導入、定着 
・ NEATR ホームページの運営、ワネッツ会報および NEATR 機関紙の発行 

 
３．事業の実施に関する事項 
 
３－１ 特定非営利活動における事業 

 前１－３項に基づく事業区分において、ワネッツ役員会においてまず目的を明確にした個別事業
を設定し、その後その個別事業の詳細な実施計画をワネッツ役員会（兼 NEATR 戦略本部会議）で承
認するというステップで行ってきた。 

この個別事業は、各年度 10 件程度を目安に実施してきているが、2024 年度は 8 件の個別事業を
設定し、実施してきた。このうち、４件（アウトリーチワークショップ事業、SIP 普及開発事業、オ
ールハザード対応技術事業および放射線空気の壁打破事業）は継続事業として実施した。 

 
【表―１ 個別事業実施件数】 

 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 
個別事業件数 ９ ９ ８ ８ ８ 
内継続事業件数 ０ ０ １ ０ ３ 

 
 2022年度 2023年度 2024年度 

個別事業件数 １０ １０ ８ 
内継続事業件数 １ ２ ４ 

 
なお、202４年度の 8 件の個別事業（は下表のとおりである。  

【表２ 2023 年度個別事業実績】 
区分 事業名 実施日 内部/外部

参加者 
実施場所/実施内容 

➀NEATR
運営事業 

2023 年度コマンドシ
ステム演習事業 

2024年10月25
日、26日 

26名/ 
約260名 

南越中体育館、東陽中体育館、佐分
利公民館、高浜町和田地区 

②NEATR
隊員等研修
事業 

2023 年度災害時外国
人支援事業 

2024年11月24
日 

8名/ 
20名 

おおい町「エルガイヤ」および「う
みんピア」(役員会) 

アウトリーチワークシ
ョップ事業(継続) 

2024 年 5 月 27
日、9月30日他 

17名/ 
42名 

福井県警本部警察学校、おおい町役
場、大飯OFC 

2024 年度３１１特別
企画事業 

2025年3月8日 50名/ 
(100名) 

嶺南市町キャラバン、敦賀市あいあ
いプラザ 

③緊急時ツ
ール開発管
理事業 

ＳＩＰ普及技術開発
事業(継続) 

2025 年 2 月 1
日、2日 

4名/ 
5名 

美浜町佐田地区、高浜町和田地区、
おおい町成和地区の各公民館 

オールハザード対応
技術開発事業(継続) 

2024年10月12
日 

8名/ 
150名 

福井県立大学小浜キャンパス体育館
(役員会) 

④原子力お
よび放射線
緊急時知識
普及事業 

2023 年度若狭湾エネ
研受託研修事業 

2025 年 1 月 14
日 

8名/ 
5名 

若狭湾エネ研(役員会) 
 

放射線空気の壁打破
事業(継続) 

2020年6月〜 8名/ 
6名 

ワネッツ小浜事務所等(役員会) 

⑤関連付随
事業 

実績なし    

 
２－２ その他事業（収益事業） 

 収益事業は実施しなかった。 
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２－３ 理事会および総会 
(1) 定款に基づく理事会および総会を以下のとおり実施した。  

   【表―３ ワネッツ理事会、総会実施状況】 
区分 年月日 場所・方式 出席 議事状況 

理事会 
 

2024年 
4月5日 

テレワーク方
式 

出席５名 
欠席２名 

第９回ワネッツ通常総会、2024年度活動
計画について他 

通常総会 
 

2024年 
5月26日 

京都市ハトヤ
瑞鳳閣 

出席28名 
欠席12名 

2023年度活動報告、決算報告について 
2024年度活動計画、予算について 

理事会 2024年 
8月26日 

テレワーク方
式 

出席28名 
欠席12名 

定款の変更について 

臨時総会 2024年 
9月8日 

テレワーク方
式 

出席30名 
欠席8名 

定款の変更について 

 
(2) ワネッツ役員会規定に基づく役員会を以下のとおり実施した。このうち、月例以外の臨時役員

会を 2 回、事業スタッフ等の参加を得て行う拡大役員会を５回実施した。  
  【表―４ ワネッツ役員会実施状況】 

回 年月日 場所・方式 出席 議事状況 
2023年度 

第12回 
2024年 
4月5日 

テレワーク
方式 

出席６名 
欠席3名 

第 9 回ワネッツ通常総会、2024 年度活動計画
について他 

第1回 
(月例) 

2024年 
5月12日 

テレワーク
方式 

出席５名 
欠席１名 

理事長の互選について 
福井県知事あて報告について 他 

第2回 
(臨時) 

2024年 
6月13日 

テレワーク
方式 

出席5名 
欠席１名 

廃止措置共同研究への応募について 

第3回 
(月例) 

2024年 
6月23日 

テレワーク
方式 

出席５名 
欠席１名 

アウトリーチワークショップの結果 
SIP 普及開発事業について 他 

第4回 
(月例) 

2024年 
７月28日 

テレワーク
方式 

出席５名 
欠席１名 

定款変更について 
おおい町ワークショップ実施計画について 他 

第5回 
(月例) 

2024年 
8月26日 

テレワーク
方式 

出席5名 
欠席1名 

臨時総会の開催について 
おおい町ワークショップについて他 

第6回 
(臨時拡大) 

2024年 
9月11日 

テレワーク
方式 

出席6名 
欠席0名 

2024年度コマンドシステム演習について 

第7回 
(月例) 

2024年 
9月22日 

テレワーク
方式 

出席5名 
欠席1名 

おおい町ワークショップについて 
2024年度コマンドシステム演習について 他 

第8回 
(月例拡大) 

2024年 
10月7日 

テレワーク
方式 

出席5名 
欠席1名 

リスクコミュニケーションゲームについて 
2024年度コマンドシステム演習について 他 

第9回 
(月例) 

2024年 
11月10日 

テレワーク
方式 

出席5名 
欠席1名 

SIP 普及活動について 
オールハザード対応について 他 

第10回 
(月例) 

2024年 
12月16日 

テレワーク
方式 

出席5名 
欠席1名 

３１１特別セミナーについて 
災害時外国人支援について 他 

第11回 
(月例拡大) 

2025年 
1月19日 

テレワーク
方式 

出席5名 
欠席1名 

３１１特別セミナーについて 
お困りごとお聞きしますフィードバック  他 

第12回 
(月例拡大) 

2025年 
2月9日 

テレワーク
方式 

出席5名 
欠席1名 

３１１特別セミナーについて 
若狭湾エネ研受託研修について 他 

第13回 
(月例拡大) 

2025年 
3月29日 

テレワーク
方式 

出席5名 
欠席1名 

３１１特別セミナーについて 
屋内退避ワークショップについて 他 

 
(3) 監査については以下のとおり実施した。なお、それぞれの監査報告書は 2023 年度決算報告書

に掲示した。  
  【表―５ ワネッツ監査実施状況】 

回 年月日 場所・方式 出席 議事状況 
第1回 2024年 

4月5日 
テレワーク
方式 

監事2名 
理事１名 

2023年度決算監査 
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２－４ 運営に関する事項 
 
(1) 重要な規定の制改定および契約の締結 

NPO 法人ワネッツ定款の第 2 条第 2 項の従たる事務所の住所変更、第３条の目的にステークホ
ルダーを入れる変更および理事長、副理事長、事務局長を総会で選任することの変更を行い、令
和 6 年 10 月 9 日付で福井県知事認証を得た。（3 次改正） 

また、第 11 回役員会(2025 年 1 月 19 日)で、NEATR 隊員規約に NEATR リスクコミュニケー
ション基本技能を追加する等の改正を行った。 

 
・ 特定非営利活動法人ワネッツ定款（最終改定 2024 年 10 月９日） 
・ WANETS規定第1号 NPO法人ワネッツ役員会規定(最終改定2024年4月5日) 
・ WANETS規定第2号 NPO法人ワネッツプライバシーポリシー(最終改定2020年5月10日) 
・ WANETS規定第3号 NPO法人ワネッツ旅費規定(最終改定2024年4月5日) 
・ WANETS規定第 4 号 NPO 法人ワネッツ会計規則(最終改定 2024 年 4 月 5 日) 
・ WANETS規定第 6 号 NEATR 隊員規約(最終改定 2025 年 1 月 19 日) 
・ WANETS規定第 7 号 NPO 法人ワネッツ緊急時対応計画(制定 2020 年 12 月 27 日) 
・ 株式会社 EPR クリエイト「事務処理委任に関する契約書」(締結 2017 年 4 月 12 日) 
・ あいおいニッセイ同和損害保険株式会社「NPO 総合活動保険契約(締結 2018 年 8 月 25 日) 
・ ワネッツシニアアドバイザー「ワネッツシニアアドバイザー契約」(締結 2018 年 6 月 20 日、

新ワネッツシニアアドバイザー契約に移行) 
・ 公益財団法人原子力安全技術センター「原子力防災事業の実施に係る協定」(締結 2018 年 4

月 16 日以降順次) 
・ 公益財団法人原子力安全研究協会「原子力災害現地対策本部図上演習の実施に関する協定」

（締結 2023 年 5 月 10 日） 
・ 新ワネッツシニアアドバイザー「ワネッツシニアアドバイザー契約」(締結 2023 年 6 月 20

日以降順次) 
 

(2) ワネッツの正会員および賛助会員の獲得 
ワネッツ発足当時より、ダイレクトメール方式で新規の正会員・賛助会員の獲得を行ってきた

が、2019 年以降、個人情報の保護の観点から、既存の NEATR 隊員や寄付者への勧誘しかできな
くなったため、新規会員獲得数が大幅に減少した。 

2024 年度は、社外役員、女性役員の社会的な動きにあわせたワネッツ役員の登用および顧問の
委嘱の関係で２名の原子力職場経験者外の会員を含む４名の会員増となった。一方、ご逝去や高
齢を理由にした脱会があり、５名の会員減となった。 

なお、2024 年度末で、2023 年度、2024 年度と 2 年連続で会費未納入が 3 会員ある。 
  

  【表―６ ワネッツ会員数】 
 第1期 第2期 第3期 第4期 第5期 

個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体 
正・賛会員数 ５７ ９ ６７ ９ ６１ ９ ６１ ９ 55 10 

期初めより増 １８ ９ １１ ０ ０ ０ 2 ０ 0 1 
期初めより減 ３ ０ １ ０ ６ ０ 2 ０ 6 0  

 第６期 第７期 第8期 
個人 団体 個人 団体 個人 団体 

正・賛会員数 ５０ ９ ５３ ９ ５0 ９ 
期初めより増 ０ ０ ５ ０ ４ ０ 
期初めより減 ５ １ ２ ０ ７ ０  
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(4) NEATR の隊員の獲得 
NEATR 隊員の高齢化に伴い、2023 年度 NEATR 隊員拡大月間を設定し、NEATR 隊員増強月間

を設けて嶺南地区に新聞折り込みチラシなどをして隊員募集を行った結果、7 名の方に新規
NEATR 隊員となっていただいた。 

その後、個別面談等により２名の隊員増加となったものの、ご逝去３名を含む任意脱退により 7
名の隊員減となった。  

  【表―７ NEATR 隊員数】 
 第1期(2017) 第2期(2018) 第3期(2019) 第4期(2020) 第5期(2021) 
隊員数 １３９ １３３ １２９ １１９ 117 

期初めより増 １５ １ ３ ０ 2 
期初めより減 １４ ７ ７ １０ 4 

 
 第６期(2022) 第７期(2023) 第８期(2024) 
隊員数 １０９ １０９ １０４ 

期初めより増 ０ ７ ２ 
期初めより減 ８ ７ ７ 

 
(5) 継続的な寄付収入の確保 

ワネッツ設立当初から、寄付により税制面でメリットがでる認定 NPO 法人格取得、維持を目指
して、その法人格取得の１つの条件である寄付者 3000 円以上、100 人以上を活動のアウトカム指
標として、寄付金獲得活動を実施している。 

2024 年度期は、恒例の 4 月募集に付加してダイレクトメール方式で 12 月追加募集を実施した
結果、アウトカムは達成した。 

なお、このご寄付を頂いた方については、公開用名簿を小浜事務所に置き閉架方式で公開して
いる。  

  【表８ ご寄付を頂いた人数および合計金額】 
 第1期(2017) 第2期(2018) 第3期(2019) 第4期(2020) 第5期(2021) 
寄付者数(除役員) １２０ １０１ １０６ １０１ １０２ 

3000 円以上 １０９ １０１ １０６ ９９ １０１ 
寄付総額(円) 1,145,517 815,900 797,000 707,000 712,955  
 第６期(2022) 第7期(2023) 第8期(2024) 
寄付者数(除役員) １０１ １０３ １０１ 

3000 円以上 １０１ １０３ １０１ 
寄付総額(円) 715,118 720,000 649,200 
 
現金でのご寄付の他に、物納でもご寄付いただいているが、2020 年度以降、実績がない。 
なお、この物納でご寄付を頂いた方についても、公開用名簿を小浜事務所に置き閉架方式で公

開している。  
  【表９ 物品寄贈】 

 第1期(2017) 第2期(2018) 第3期(2019) 第4期(2020) 第5期(2021) 
寄贈者数 ０ １ １ 1 0 
内容 ― 未使用はがき 未使用はがき 未使用はがき ― 
評価額(円) ０ 46,837 868 2,202 0  
 第６期(2022) 第7期(2023) 第8期(2024) 
寄贈者数 ０ ０ ０ 
内容 ― ― ― 
評価額(円) ０ ０ ０ 

 
(6) 補助金等の申請 
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ワネッツ設立当初から財政面での安定化を目指すため、民間含め各種団体が募集している補助
金等の獲得に取り組んでいる。2024 年度は検討したものの申し込みを行わなかった。現時点では、
ワネッツ発足以来１０件申込、２件成功という状況である    

  【表１０ 補助金申請の変遷】 
 第1期(2017) 第2期(2018) 第3期(2019) 第4期(2020) 第5期(2021) 
応募件数      
応募先 福井県、エネ

庁、日本財団 
復興省、日本
財団 福井県 キリン福祉財

団 
福井県ワクワ
クチャレンジ 

採用件数 ２ ０ ０ 0 0 
補助額(円) ※ 254,000 ０ ０ 0 0  
 第６期(2022) 第7期(2023) 第8期(2024) 
応募件数 １ ０ ０ 
応募先 福井県ワクワ

クチャレンジ 
  

採用件数 ０ ０ 0 
補助額(円) 0 ０ 0 
※ 有志で申し込んだものを含む 

 
(7) コマンドシステムの導入、定着 

コマンドシステムは、2017 年 2 月に㈱EPR クリエイトが開発し、それ以降、同社と「事務処理
委任に関する契約」を締結し、平時、緊急時を問わず NEATR 隊員を指揮統制するツールとして使
用している。このシステムは、2019 年度の試行を経て 2020 年度から、それまでのメールとホー
ムページ貼り付け方式から動画指令方式に変更した。これは、即応性と切実性を訴え、隊員の社
会貢献意識を呼び起こし実際の緊急時を含め参加率を高めるために行ったものである。 

このスマホを用いた動画方式の指令システムは、調べた限りにおいて、国内国外とも例がない
ものであり、今後、より使いやすいものとなるよう、改善をしていかなければならない。 

2022 年度から、演習の実績や放射線の定義等に関する動画を作成し、NEATR ホームぺージで
公開しているが、最大動画再生回数が 53 回ときわめて低調であったため、コンテンツの作成につ
いて更なる工夫が必要となっている。 

2024 年度は、コスト削減の観点からミッション指令をストリーミング方式からオンラインテレ
ビ会議システムに変更した。 

また、2024 年 3 月のＮＥＡＴＲ定期総会を受け、今後、動画指令を出すメールをスマートホン
で扱いにくいＥメールから、使いやすいメッセージアプリに変更していく検討を行うこととして
いる。 

 
(8) ホームページの運営、ワネッツ会報および NEATR 機関紙の発行 

 NEATR 専用ホームページ（neatr@neatr-org.jp）は、NEATR コマンドシステム用ツールであ
ったが、2021 年 3 月に NPO 法人ワネッツの定款など法定開示資料や寄付ページを設けるなど全
面リニューアルし、「NEATR ホームページ」と改名した。その後、2021 年 12 月に、「放射線量空
気の壁打破事業」において、レップツーレブキャンペーンの特設サイトを設けた。その後、ホー
ムページの動画テキストに放射線防護テキスト（放射線、線源、線量、パスウェイ）を張り付け
た。 
 このホームページサイトへのアクセス回数は、ホームページ設置以降キャンペーン開始前が 4.5
回／日、キャンペーン中が 5.3 回／日であったが、2022 年度は 2.9 回／日へと低下し、以降もこ
の状態が続いた。 
 このホームページには、NEATR コマンドシステムの応答チェックボックスが入っており、
NEATR コマンドシステム演習等による、ホームページの活用が望まれる。 
 その後、アクセス数は変わらず、さらにホームページには寄付サイト廃止対応などの改善必要

mailto:neatr@neatr-org.jp
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事項が多々発生しており、改めて、NEATR ホームページの在り方を含め改善について検討してい
く必要がある。 
 
 ワネッツ会報は、ワネッツ会員とワネッツ組織とをつなぐ場として重要なものと位置づけ
NEATR 機関紙と合わせて発行してきたが、2023 年度より会員向けの記事がほとんどないケース
では発行しないこととしたため、2024 年度の会報は２回の発行となった。  

【表―１１ ワネッツ会報の発行】 
号 発刊日 主な内容 
19 2024.6.21 2023年度(第7期)決算について 

退任役員の皆様に深謝、新役員をご紹介 他 
20 2024.10.17 NPO法人ワネッツの定款を変更しました 

中間期の予算執行状況について 他 
  

NEATR 機関紙ウィズハートは、情報共有面からの組織維持をはかることと、隊員相互の交流の
場を提供する唯一の場であるため、年４回発行を目指しているものの、2024 年度は、大きな事業
が入り３回の発行に留まった。 

なお、内容は親しみやすく読まれやすくするため、ワネッツに関連する方々のインタビュー記
事を別冊として発刊するなど、内容を大幅に充実させた。  

 【表―１２ NEATR 機関紙の発行】 
号 発刊日 主な内容 
23 2024.6.21 アウトリーチワークショップ編 5月27日警察学校にて 

第8回NEATR的総会を開催 他 
別冊 中川文雄さん 「ソロモン諸島訪問は日本国民としての自覚と責任が問われた」 
別冊 フランシスコ・フラナさん 「人口減少を嘆くより感謝、美浜町民は幸運の中にある 

24 2024.10.17 2024年度NEATRコマンドシステム演習について 
おおい町合同ワークショップ実施結果について 他 
別冊 山崎吉秀さん 「ワネッツの使命は社会と地元への貢献にある」 

25 2025.1.30 3月8日(土) ３１１特別企画セミナーを開催します 
2024年度NEATRコマンドシステム演習の実施結果について 他 
別冊 鈴木早苗さん 「賛成・反対の立場からでなく、前向きに考える力を」 

  
NEATR 機関紙「ウィズハート」の内容充実のため、2024 年 6 月にウィズハート 23 号について

読者アンケートを実施した。大変熱心にご指摘いただき、24 号以降反映したものがあるものの、
回答率が 8.6％と、極めて低調であった。 

フィードバックは継続的改善に重要なため、今後の再開を目指す。 
 
   【表―１４ 機関紙アンケート】 

 第1期(2017) 第2期(2018) 第3期(2019) 第4期(2020) 第5期(2021) 
実施時期 2017年12月 2018年12月 20２0年2月 ― ― 
アンケート回収率 ３８．４％ ３８．０％ １２．５％ 中止 中止 

 
 第６期(2022) 第7期(2023) 第8期(2024) 
実施時期 ― ― 2024年6月 
アンケート回収率 中止 中止 ８．６％ 

 
(9) ワネッツシニアアドバイザー(WSA)との連携 

2018 年 4 月、公益財団法人原子力安全技術センター（以下、「原安技センター」という）の防
災基礎研修のアドバイザーができる知識、技能を持つ人を集め、ワネッツシニアアドバイザー(以
下、「WSA」という)を組織（15 名）し、さらに、この WSA を改組する形で、原安協との協定に
基づき OFC 図上演習へのアドバイザー派遣や上述の防災基礎研修へのアドバイザー派遣などをす
るため、新 WSA を組織（現在 9 名）した。 
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この新 WSA には、中部電力原子力シニアの方 4 名の参加をいただいた。（後に 1 名脱退） 
2023 年度の新 WSA は、原安協のオフサイトセンター図上演習のアドバイザーやコントローラ

として派遣した。なお、アドバイザーやコントローラは内閣府の認定を受ける必要があったため、
タイミングの合わなかった新 WSA メンバーは見学を実施し、次年度以降の派遣に備えた。 

このほか、新 WSA メンバーは NEATＲが行う高浜町合同放射線ワークショップをボランティア
支援した。この形態は今後アウトリーチワークショップ事業での活用の見込みがある。 
 

初回の派遣以降、派遣のない時期のアドバイザーの知識、技能の保持向上を目指し、メンバー
や NPO 法人会員を対象に WSA ニュースレターを発行してきたが、2022 年度にアドバイザー派遣
があったためこのニュースレターは 122 号で打ち切った。これに変わるものとして、NEATR ホー
ムぺージに動画を掲載する「ワネッツオピニオン」を発行した。 
 

【表―１５ ワネッツオピニオン】 
号 発刊日 テーマ 
0 2022.12 (サンプル)容疑者は推定無罪（動画） 
1 2023.1 原子力政策転換、国際基準の導入（動画） 
2 2023.2 停止／失敗問題と謝罪会見 

―メディアは不祥事を欲しているー 
3 2024.2 能登半島地震と志賀ＮＰＰ 

―巨大直下型地震に余裕をもって耐えた︕－ 
4 2024.3 原子力施設の40年ルール 

 ― なぜ、免許更新期間が寿命に︖－ 
5 2024.7 ここがおかしい日本人 １０選 

 － 未曾有のインバウンドの影で － 
 

以上 
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